
一般社団法人 和歌山県職員退職者会
〒 640-8585
和歌山市小松原通一丁目 1 番地（県庁本館4階）

　　　　　　　　　　電話 ・ FAX （073） 4 2 8 - 2 0 9 0
E-mail:w-taisyoku@ec5.technowave.ne.jp

両大会の広報活動を実施中 !!
　県民の皆さんに両大会に関心を持ってもらおうと、
両大会のマスコットである“きいちゃん”を中心に様々
な広報活動を実施しています。

１．PRキャラバン隊
　きいちゃんが隊長のPR部隊です。県内各地のイ
ベントやお祭りで両大会のパンフレットやきいちゃん
グッズの配布、また、塗り絵教室などを開いたりするな
ど、きいちゃんと一緒に両大会開催を広報しています。
　また、きいちゃんと一緒に写真を撮って、実行委員
会事務局に送付いただければ、毎月抽選で1名の方
にきいちゃんのぬいぐるみをプレゼントしています。
きいちゃんを見かけたら、是非ご一緒に記念撮影をど
うぞ。

　和歌山県で、昭和46（1971）年の「黒潮国体」
から44年ぶりに開催される「紀の国わかやま国体」、
県内で初開催となる全国障害者スポーツ大会「紀の国
わかやま大会」の開催まで1年をきりました。現在、
両大会の成功に向け開閉会式の式典や会場運営、輸送・
交通、宿泊等の準備を着実に進めているところです。
　平成26年、10月 12日（日）には、第69回国
民体育大会・長崎がんばらんば国体が、そして平成
26年 11月 1日（土）からは第 14回全国障害者
スポーツ大会・長崎がんばらんば大会が始まります。
来年の紀の国わかやま国体における総合優勝・天皇杯
獲得に向けて大事な大会となりますので、みなさまか
らのより一層の熱い声援をお願いします。

（写真：和歌山支部　中 山 意志男）
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２．ダンスボランティア「きいちゃんフレンズ」
　26年度からの取り組みです。県内各地のイベント
ステージできいちゃんダンスを踊って両大会をPRし
ています。現在、10代から80代までの幅広い年代
の方が活躍しています。

３　チーム和歌山応援団
　和歌山県選手団である「チーム和歌山」を応援する
取り組みとして、「応援団員証明書の発行」や「国体
選手とのふれあいイベント」を実施しています。

①「応援団員証明書の発行」
　県民の皆さんに「チーム和歌山」を応援してもらう
きっかけとして、オリジナル写真付きの証明書を発行
しています。また、撮影した画像はホームページ『チー
ム和歌山応援団』（http://team-wakayama.jp）に
紹介し、選手へのエールとしています。
　※毎週第2、第4土曜日に JR和歌山駅前の JAビ
ル 1階にて、専用の発行機により、ご自身の画像に
応援メッセージなどを自ら書き込んだ写真付き証明書
を即時発行するイベントを実施しています。

②「国体選手とのふれあいイベント」
　競技のこと、選手のことをより知ってもらおうと、
その競技が開催される市町村において、国体選手等に
よるデモストレーションや、選手への質問などを行う
「ふれあいイベント」を実施しています。

　気軽に参加しませんか
　　　　　　　　両大会の県民運動
　県民総参加による両大会の開催を目指し、県民の皆
さんにご参加いただける様々な県民運動を展開してい
ます。個人だけでなく、団体、地域など様々な形でご
活躍いただけますので、ぜひお気軽にご参加下さい。

１　花いっぱい運動
　競技会場、主要道路、駅等を花や緑でいっぱいにし
て来県者をお迎えするため、選定した国体推奨花（8
種類）を、様々な方法で県民の皆さんに育てていただ
きます。
　農業系高校等が種から苗まで育て、その苗を各学校
や花づくり団体等が育てて花を咲かせ、出来上がった
プランターを各市町村が競技会場等を飾ったり、個人

や団体等を栽培したプランターを使ってまちを飾って
いただく「花のリレー」事業、花飾りの手法の一つで
あるハンギングバスケットの作成方法を学ぶ「ハンギ
ングバスケット講習会」などがあります。

２　運営ボランティア
　両大会の開・閉会式や大会の各競技会場で、受付や
会場整理などといった、専門的な知識がなくても活動
していただける、運営ボランティアを募集しています。
　募集については、県と国体競技会の運営者である和
歌山市、海南市による共同募集としており、それぞれ
が募集するボランティアに申し込む事ができます。
　登録いただいた方については、基礎研修を受講して
いただくとともに、活動希望調査を行ったうえで配置
場所を決定します。
※和歌山市及び海南市以外の市町村における国体の各
競技会場の運営ボランティアについては、各市町村
が募集しています。

３　クリーンアップ運動
　両大会開催時に「ゴミ一つない和歌山」で来県者を
お出迎えするため、県民総参加で清掃活動に取り組む
ことを目的とし、県内一斉クリーンアップデーや県内
クリーンアップ運動統一実施期間を定め、県内各地の
様々な清掃活動事業と共催しています。

４　きいちゃんダンス（国体・大会ダンス）
　県民のみなさんの健康・体力づくりの推進や、両大
会の開催周知及び気運醸成を図るため、イメージソン
グ『「明日へと」ダンスVer.』に合わせて踊るダンス
を制作しています。
　ダンスの種類は、「オリジナル」「簡単」「シッティ
ング」の3種類があり、指導者が教える出張ダンス
教室や地域ダンス教室の実施、ダンスボランティア「き
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いちゃんフレンズ」によるイベント等でのダンス披露
により、普及を図っています。
　また、11月に橋本市と和歌山市、12月に田辺市で、
両大会開会式のオープニングプログラム出演者の選考
を兼ねたダンスコンテストを開催します。

５　「わかやまおもてなし宣言」
　和歌山県にお越しの方々に、「和歌山に来て良かっ
た！」と心から感じていただけるように、県民自ら取
り組む「おもてなし」を宣言し、実践していただくも

のです。
　県民のみなさまが行う「おもてなし」を「わかやま
おもてなし宣言」として登録し、「登録証」「ステッカー」
「おもてなしハンドブック」を配付しています。

【お問い合わせ】
　紀の国わかやま国体・紀の国わかやま大会
　実行委員会事務局
　　（県庁総務企画課広報県民運動班）
　　　ＴＥＬ：０７３－４４１－２５７９
　　　ＦＡＸ：０７３－４２７－５３７７

 海　草　支　部

海草支部「紀の国わかやま国体」

「紀の国わかやま大会」花いっぱい運動

　海草支部（支部長：植田新一）では、本年３月より
「花いっぱい運動」の一環として、「国体」のバスケ
ットボールと銃剣道、「大会」のバレーボールの会場
となる海南市立総合体育館の玄関前に、多種の花を植
えた7つの大きなプランターを設置しています。

 　８月１１日（月）から１４日（木）にかけて、こ
の会場で国体リハーサル大会として「全日本教員バス
ケットボール大会」が開催されるのに併せて、8月6
日（水）に、花の植え替え作業を実施しました。
　当初実施予定日は、８月８日（金）でしたが、台風
の影響が懸念されたため、急遽2日間繰り上げての実
施となりました。
　花の植え替え作業には、会員9名の参加を得て、さ
らには、海草振興局中村安雄地域振興部長と同西万利

以主査もお越し頂くことができました。
　植え替え当日は、朝から大雨が降り、参加者一同気
をもむこと頻りとなりましたが、植え替え作業中は、
晴天の猛暑となり、全身汗の中ではありましたが、手
際よく1時間足らずでの完成となりました。
　本大会までは、まだまだ長丁場となりますが、海草
支部会員一同で頑張り、県挙げての取り組みに貢献し
ていきたいと考えています。

 日　高　支　部

「塩屋の天塩をご賞味ください」
　日高支部（支部長：小堀基二）のボランティア活動
は、「ＮＰＯ法人菜の花会」が製造・販売する「塩屋

の天塩」を作るための薪づくりを行っております。「菜
の花会」は、高齢者や引きこもりの若者が家庭以外で
の交流を通じて、社会性を身につけ、地域社会で生活
していくことを目的として設立されたNPO法人です。
　菜の花会へのボランティア活動は、支部会員が個人
的に「塩屋の天塩」づくりのボランティアを行って
おりましたが、海水を炊くための薪づくりに人手がい
るため、支部役員に話があり、平成24年から年に４
回～６回支部事業として薪づくりのお手伝いを行って
います。

「塩屋の天塩」＜まぼろしの純白塩＞
【由来】
　飛鳥・奈良時代の頃には、製塩は塩の部族に限られ
ていました。その権利を持っていたのが、仁徳天皇の
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お后だった八田部郎女の一族、八田部氏でした。八田
部氏は若狭の国、紀伊の国から播磨の国まで塩を統括
していました。その八田部氏が紀州・塩屋に移り住ん
で塩を炊くようになりました。それ以降、朝廷では紀
州・塩屋の塩を使うようになりました。そのことが藤
原京の木簡に記されています。
　また、紀州・塩屋には「塩屋王子」があります。各
地の王子社では熊野詣の道中における休憩・休息に併
せ儀式が執り行われたそうです。塩屋王子では「禊祓
い」の儀式が行われました。塩屋王子が禊祓いに必要
な「塩」の調達できる王子であったことがその理由と
考えられます。
　立ち上る　塩屋の煙　浦かぜになびくを神の心ともがな
　　　　　　　　　　　徳大寺左大臣（新古今集より）
「塩屋の天塩」は塩屋王子の地で炊き上げた塩が、飛鳥・
奈良朝廷への献納・御用達であったことにちなみ名付
けられました。

人と海をつなぐ「塩屋の天塩」
　海水には９０種類以上の微量元素が含まれていま
す。人の身体に欠かせない重要な成分です。人の体液
と海水の微量元素の構成比はほぼ同じで、さらに羊水
と海水も同じだと言われます。この海水から生まれた
のが「塩屋の天塩」です。

 【塩屋の天塩の紹介】
　　～～こだわりの塩はありますか？～～
　紀伊水道に流れ込む黒潮を汲み上げ、釜で炊き上げ
る、まろやかな味の釜炊き塩です。塩ができるまです
べて手作業で行います。湯気が完全になくなるまで、
アクを取りながらゆっくり煮詰めていきます。
　「甘み」があり、「まろやかな塩辛さ」が好評です。
　「おにぎり」「焼き魚」「浅漬け」「枝豆」などにお使
いいただき、ご賞味ください。

　塩屋の天塩　２００グラム　　４００円
　塩屋の天塩　　１Ｋグラム　１５００円
　県内の販売店につきましては下記までお問い合わせ
ください。

【問い合わせ】
　NPO法人菜の花会
　〒644‒0024　御坊市塩屋町南塩屋450－ 7
　ＴＥＬ／ＦＡＸ　０７３８（２３）３２６７　

 西 牟 婁 支 部

白寿の西川清さんを訪問
　西牟婁支部（支部長：岡本光生）では、7月31日
に白寿を迎えられた西川清さん（田辺市明洋在住）を
8月6日に訪問しました。
　支部から岡本支部長と庄司事務局長が訪問すると、
大変お元気でお部屋に招いて頂きました。まず支部長
から白寿の御祝いを申し上げ、その後、西川さんから
近況をお伺いしました。
　現在お一人で生活をされ、身の回りの事はすべて自
身でなされているとのことです。最近、県庁に就職さ
れるまでの昭和8年から12年間朝鮮道庁に官吏と
して勤めた経験から、出版社より依頼を受けてインタ
ビューに答え、そのインタビューを元に本を出版され
たばかりです。又、講演会に招かれ経験談をお話する
こともあるとのことです。
　なお、残念なことは、趣味の碁を打ちになかなか出
かけられないことだそうです。
　体力・気力・知力ともみなぎる西川さん、いつまで
も元気にお過しください !!

　和歌山支部　平　山　和　男
　年賀状をたくさんいただいた。ありがとうございま
した。でも年賀状を差し上げる気にはなれなかった。
全く申し訳ない次第。
　労苦を共にし、孫達も一応安定、借金からも解放さ
れ、これから小旅行でもと思ったり考えたりしていた
矢先のこと。五十六年間の夫婦が或る日突然の離別。
なんでも話せる最大の理解者、それは妻。
　人はいつかは一人になる。一人で歩いてゆかなけれ
ばならない。一緒に歩いてくれるのは多分仏さんかも。
話せる妻はいない。じっと手をみる。

会員さんの声会員さんの声

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
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出
す

徘
徊
と
ま
ち
が
え
ら
れ
る
歳
に
な
り

※ 一般社団法人 日本損害保険協会「知っていますか？自転車の事故」より転載　
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那
賀
支
部　

中　

谷　

博　

昭

東
海
道
五
十
三
次
京
都
か
ら

　
　

我
は
歩
ま
ん
壮
大
な
旅

蹴け

上あ
げ

過
ぎ
牛
車
の
轍
わ
だ
ち

板
石
に

古
い
に
し
え

人び
と

の
苦
労
を
想
う

今
は
た
だ
掘
り
下
げ
ら
れ
て
石
碑
建
つ

　
　

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
逢お
お
さ
か坂
の
関

俳　
　

句

東
牟
婁
支
部　

木　

本　

瑞ず
い　

子し

（
殖
巳
）

わ
れ
す
で
に
見
張
ら
れ
て
い
る
鴨
の
陣

鴨
去
っ
て
残
る
静し
じ
ま寂
の
与
根
河
池

窓
の
外
鴨
遊
び
を
る
句
会
か
な

東
牟
婁
支
部　

尾　

崎　

嘉
代
子

炎え
ん
ち
ゅ
う昼
や
僧そ
う

衣い

の
袂
た
も
と

風
す
が
し

五
十
余
生
照
る
日
曇
く
も
る

る
日
金
婚
日

朝
涼
し
身
に
感か
ん
し
ょ
く触
の
心
地
よ
し

海
草
支
部　

岩　

間　

文　

鳥

退
職
ひ
て
慧
眼
消
ゆ
る
秋
遍
路

掛
稲
の
乾
く
音
生
む
山
颪
お
ろ
し

天
高
し
彼
の
極
道
も
墓
建
て
し

　確定申告や年末調整の際に添付すれば控除の対象と
なる保険料の控除証明書が10月中旬から末頃に契約
者のお手元に届きます。
　でも年末調整は12月頃、確定申告は翌年の2月
～3月のため、申告の時期になって「証明書がない…。
どうしよう…。」という方がいらっしゃいます。
　原則として、控除証明書の再発行はできませんので、
保管にはご注意下さい。

～紛失にご注意下さい～

確定申告 ・年末調整に必要な

控除証明書の保管に努めましょう !!

次の方々が、めでたく８０歳の傘寿をお迎えになりまし
た。益々お元気でお過ごしなされますようお祈り申し上
げます。（敬称省略）　　

次の方々が、ご逝去されました。慎んでご冥福をお祈
り申し上げます。（敬称省略）

※個人情報保護のため掲載できません ※個人情報保護のため掲載できません
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る
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打
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て
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る
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り
に
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牟
婁
支
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本　

せ
い
子

十
人
が
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つ
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院
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に

　
　

若
き
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人
の
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性
混
じ
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回
復
の
力
が
あ
れ
ば
大
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夫

　
　

主
治
医
の
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と
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女
の
言
え
り
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と
十
年
保
障
す
る
と
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に

　
　

新
車
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さ
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し

那
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部　
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井　
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嫁
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し
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の
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と
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ざ
る
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の
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を
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へ
り
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仕
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小
さ
き
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に
盛
り
分
け
て

　
　

独
り
居
の
食
カ
ラ
フ
ル
五
色

横
向
き
に
咲
く
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ

　
　

横
向
き
に
見
て
る
私
の
焦
点
の
白

隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅隅

　お友達をさそって、グラウンドゴルフに参加してく
ださい。県内の退職・高齢者の皆さんと交流し、晩秋
の一日を笑って過ごしましょう。
　初心者の方もお気軽にご参加ください。大歓迎です。

１．日　　時
　　平成26年11月 17日（月）
　　受付９：30～　　開会式10：00～

２．場　　所
　　和歌山東公園市民球場
　　　和歌山市北出島133番地
　　　ＴＥＬ：０７３－４７４－３３３１
　　　※専用駐車場70台有ります
３．参加人員
　　県職退職者会で20名程度（全体で100名程度）
４．申込締切
　　10月24日（金）

※•プレー道具、クラブは主催者が用意します。
　・参加希望の方は、氏名及
び生年月日（スコア算定
に必要）を退職者会事務
局までご連絡をお願いし
ます。

　・参加費（昼食含む）は退
職者会で負担します。

退職者会会員名簿の作成について
　今回、会員名簿を３年振りに全面改訂しましたので
活用してください。
　作成に当たっては、各支部の皆様方にご協力を頂き
ありがとうございました。校正については十分留意
したつもりですが、万一誤記載等ありました場合は      
お詫び申し上げます。記載内容に変更若しくは誤記が
ありました場合には、なるべく書面（はがき等）で事
務局までご連絡をお願いします。
　会員名簿は、本会の運営・活動にかかる連絡・周知
並びに各種情報の提供、会員相互の親睦・交流の増進
に資することを目的に作成したものでありますので      
会員以外の方への配布はいたしません。

　つきましては、本名簿は個人情報保護の観点から、
その重要性を十分ご認識・ご考慮頂き、上記以外の目
的に本名簿を利用・提供あるいは本人の同意を得る      
ことなく、みだりに他者に漏らすことなどによって、
個人の権利・利益を侵害することのないよう適切な取
り扱いをお願いします。

　会報に関するご意見や要望等をお寄せ下さい。
　投稿もお待ちしています。「会員の声」は原稿用紙
２枚程度、「文芸・俳句等」は３句以内、そ
の他写真等をお気軽にお送り下さい。

★次号（新年号）の原稿は、

　11月7日（金）までに
　お願いします。

事務局からのお知らせとお願い事務局からのお知らせとお願い事務局からのお知らせとお願い

参加者募集参加者募集

グラウンドゴルフに参加し、晩秋の一日を
仲間と共に楽しく過ごしましょう!

グラウンドゴルフに参加し、晩秋の一日を
仲間と共に楽しく過ごしましょう!

☆☆☆ ☆☆☆

み
な
さ
ん
の
広
場

で
す
。
ど
し
ど
し

ご
応
募
く
だ
さ
い
。
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